
 

 

 



 第 4７号(1) 会報 こ ほ く 令和７年 8月 1日 

 

 

   

盛
夏
の
候
、
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は

如
何
お
過
ご
し
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

昨
年
四
月
、
中
川
豊
太
良
前
支
部
長
よ
り
支
部
長

を
引
き
継
い
で
は
や
一
年
に
な
り
ま
す
。
令
和
六
年

度
は
、
令
和
五
年
度
に
決
定
さ
れ
た
見
直
し
や
改
善

事
項
を
準
備
、
実
行
を
す
る
こ
と
。
従
来
の
活
動
を

無
理
な
く
実
施
す
る
年
度
と
な
り
ま
し
た
。
役
員
の

皆
さ
ま
を
は
じ
め
多
く
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
大
過

な
く
事
業
が
終
了
で
き
ま
し
た
こ
と
に
、
改
め
て
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

四
月
二
十
二
日
に
開
催
さ
れ
た
定
期
総
会
も
無
事

終
了
し
、
新
た
な
事
業
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今

年
度
は
「
会
員
増
強
」
と
「
会
員
満
足
感
」
と
い
う
同

窓
会
の
基
本
的
な
と
こ
ろ
を
念
頭
に
事
業
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

「会
員
増
強
」は
支
部
活
動
の
エ
ン
ジ
ン
で
す
の
で
、

で
き
る
限
り
会
員
数
を
増
や
し
た
い
も
の
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
在
学
生
の
方
に
そ
の
時
々
の
支
部
活

動
へ
の
参
加
案
内
を
行
い
、
支
部
を
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
い
て
入
会
し
や
す
い
環
境
作
り
を
行
い
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
「
会
員
増
強
」
の
前
提
と
し
て
米
原
地

区
や
長
浜
地
区
か
ら
の
入
学
者
数
が
増
え
な
け
れ

ば
、
入
会
者
増
は
望
め
な
い
の
で
学
生
活
動
募
集

は
積
極
的
に
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

以
上
の
課
題
を
実
現
す
る
た
め
、
早
速
六
月
十

一
日
に
実
施
す
る
「
春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
」へ
の
参
加
を
、
第
四
十
五
期
及
び
第
四
十
六
期

生
に
案
内
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
八
名
の
方
の
参
加
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
学
生
募
集
活
動
に
つ
い
て
は
、
従
来
米
原

市
地
域
で
の
募
集
活
動
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
近
年
は
同
地
区
か
ら
の
入
学
者
数
が
減

少
傾
に
あ
る
こ
と
に
加
え
、
当
支
部
は
米
原
、
長
浜

両
市
出
身
の
会
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
点
を
併
せ

て
考
え
、
今
期
初
め
て
六
月
十
九
日
に
、
フ
タ
バ
ヤ

近
江
店
に
於
い
て
学
生
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

次
に
、
「
会
員
満
足
感
」
で
す
が
、
同
窓
会
の
良
さ

は
、
会
員 

令 

和 

七 

年 

度 

に 

向 

け 

て 

湖 

北 

支 

部 

支
部
長 

馬
場 

壽
夫 

 

 

は
会
員
の
興
味
、
関
心
、
趣
味
を
発
揮
で
き
る
と
こ

ろ
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
し
た
意
味

で
今
年
五
月
に
「
会
員
作
品
展
示
会
」
を
開
催
で
き

ま
し
た
こ
と
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
趣
味
を
発
揮
で

き
る
場
所
や
機
会
が
ひ
と
つ
広
が
っ
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

 

以
上
、
言
葉
に
し
ま
す
と
随
分
堅
苦
し
く
な
り
ま

し
た
け
れ
ど
、
我
々
シ
ニ
ア
に
と
っ
て
気
軽
に
顔
を
出

し
、
冗
談
の
ひ
と
つ
や
ふ
た
つ
言
い
交
せ
る
集
ま
り
が

あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

湖
北
支
部
が
そ
の
よ
う
な
集
ま
り
と
な
り
ま
す
よ
う

に
、
こ
の
一
年
努
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

湖
北
支
部
の
様
々
な
活
動
に
是
非
と
も
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

結
び
に
、
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。 
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令
和
七
年
度
、
滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学

同
窓
会
湖
北
支
部
の
定
期
総
会
、
記
念
講
演

そ
し
て
懇
親
会
は
、
令
和
七
年
四
月
二
十
二

日
に
グ
ラ
ン
パ
レ―

京
岩
に
於
い
て
行
わ
れ
ま

し
た
。 

第
１
部
、
定
期
総
会
に
お
い
て
は
、
馬
場
支

部
長
に
よ
る
令
和
六
年
度
事
業
経
過
報
告

「
１
、
湖
北
支
部
の
概
況
」
と
、
「
２
、
地
域
活
動

部
会
・
体
育
部
会
、
研
修
部
会
、
広
報
部
会
、

総
務
部
会
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当
」
の
各
副
支

部
長
か
ら
令
和
六
年
度
に
各
部
会
が
行
っ
た

事
業
経
過
報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

馬
場
支
部
長
か
ら
は
、
昨
年
度
の
湖
北
支

部
の
活
動
概
況
と
し
て
『
１
．
組
織
運
営
の
見

直
し
後
の
進
捗
状
況
、
２
．
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学

学
生
募
集
活
動
、
３
．
会
員
作
品
の
展
示
会
の

開
催
、
４
．
在
学
生
に
対
す
る
湖
北
支
部
の
活

動
参
加
案
内
』
の
四
点
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
活
動
部
会
か
ら
は

『
１
．
環
境
美
化
活
動
と
し
て
琵
琶
湖
湖
岸
の

一
斉
清
掃
、
２
．
支
部
事
業
活
動
と
し
て
長
浜

養
護
学
校
前
庭
整
備
活
動
、
長
浜
城
歴
史
博

物
館
前
庭
整
備
活
動
、
３
．
本
部
事
業
活
動
と

し
て
、
地
域
活
動
実
践
報
告
「
湖
北
町
伊
部
本

陣
・肥
田
邸
庭
園
の
整
備
活
動
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ⅴ
）』が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

体
育
部
会
か
ら
は
「
春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
、
秋
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
４
支 

部
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
に
つ
い
て
の

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。 

研
修
部
会
か
ら
は
、
『
日
帰
り
研
修
・
令
和

七
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
豊
臣
兄
弟
」
に
因

ん
で
大
和
郡
山
城
跡
と
法
隆
寺
を
訪
問
。
法

隆
寺
で
は
飛
鳥
建
築
の
す
ば
ら
し
さ
を
満
喫

で
き
た
研
修
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。 

広
報
部
会
か
ら
は
、
８
月
と
２
月
に
発
行
し

た
「会
報
こ
ほ
く
第
４
５
号
及
び
第
４
６
号
」
の

発
行
に
向
け
た
活
動
に
つ
い
て
の
報
告
を
し
ま

し
た
。 

総
務
部
会
に
お
い
て
は
「
学
生
募
集
活
動
と

ビ
ブ
ス
の
購
入
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
担
当
か
ら
は
、
そ
の
時
々
の
支
部
情

報
の
更
新
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
令
和
六
年
度
事
業
経
過
報
告
・
収
支

決
算
の
報
告
が
あ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
、
令
和
七
年
度
事
業
計
画
の
審
議
に

入
り
、
「
１
．
基
本
方
針
」
の
５
点
及
び
各
部
会

が
計
画
し
た
「
２
．
事
業
計
画
」
の
承
認
。
「
３
．

令
和
七
年
度
収
支
予
算
書
」
に
つ
い
て
の
議
事

が
行
わ
れ
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
定
期
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。 

令
和
七
年
度
、
定
期
総
会
及
び
記
念
講
演

の
参
加
者
は
、
２
６
名
で
し
た
。
ま
た
、
懇
親
会

に
は
、
１
９
名
が
参
加
し
、
歴
代
支
部
長
が
全

員
参
加
し
１
９
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

  
 

令和７年度、定期総会馬場支部長を議長に選出し議事を進行する 
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１．事業方針 (1)コロナか禍からの脱却後の支部活動復活に伴う各部会活動の充実を目標に各種行事へ 

 

                           

        の更なる積極的な参加を呼びかけ、支部の活性化を図る。なお、これらの同窓会行事に 

(2)会員へ各行事への積極的な参加を呼びかけ、支部の活性化を図る。         在校生の参加を呼びかけ卒業後の同窓会活動を理解してもらう。 

 

（ 

２）地域活動や「えにしの会」のボランティア事業に積極的に参加、本会の存在をアピール 

       (2)地域活動や「えにしの会」のボランティア事業に協力を惜しまず、本会の存在を広く 

        アピールする。 

 

品展の実施に向けて、具体的な取り組みを展開する。 

 

 

       (3)会報やホームページを通じて情報交換と情報の共有を図り会員相互の理解を深める。 

       (4)作品展実施を開催するにあたり会員相互の交流の場の実現を図る。 

       (5)湖北支部管内の学生募集について、サポートの会と連携しながら活動を行う。 

部 会 月  日 事業の内容 備考：開催場所 

事 務 局 

4 月 22日（火） 
令和 7年度、湖北支部定期総会 

講演と懇親会 

グランパレ―京岩 

佐々木悦也氏（高月観音の里資料館）

館長） 5 月 21日（水） 

 

令和７度、本部総会 長寿社会福祉センタ－ 

6月１１日（水） 

 

学生募集活動（募集案内配布活動） ｱﾙ･ﾌﾟﾗｻﾞ長浜、平和堂木之本店 

体育部会 
6月 11日（水） 春季グラウンドゴルフ大会 

 

県民共済ド－ム長浜 

10 月 17日（金） 秋季グラウンドゴルフ大会 県民共済ド－ム長浜 

 
広報部会 

8 月 1日予定 会報「こほく第 47号」発行 年２回予定（47、48 号） 

令和 8 年２月予定 会報「こほく第 48 号」発行 ※掲載記事募集 

研修部会 
5 月 12日～18 日 作品展 河毛駅コミュニティハウス 

春と秋 春：地域探訪 秋：研修旅行 春：近郊名所 秋：県外研修 

地域活動部会 

9 月 22日（月） レイカディア大学の日一斉清掃 びわ湖湖岸清掃 

 １１月 県立長浜養護学校支援 校庭剪定作業 

１１月 本部地域活動事例発表会 草津キャンパス 

１２月 長浜城歴史博物館作業協力 博物館前前庭剪定作業 

 ※ホームページ担当：事業計画を実施後に「ホームページ」を随時更新します 

 

令和７年度  事 業 計 画 

 

令和７年度、湖北支部の定期総会で承認された議案 

総会後に行われた佐々木悦也氏による記念講演と令和 7 年度、同窓会湖北支部の参加者 



 第 47号(4) 会報 こ ほ く 令和 7年 8月 1日 

 

 

 

 

 

令
和
七
年
度
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
に
寄
稿
を
お
願
い
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
樋
口
由
紀
子
さ
ま
と
坪
井 

幸
さ
ま
か
ら
最
近

の
様
子
な
ど
を
綴
っ
た
寄
稿
文
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

令 和７ 年 度・収 支 予 算 書  （令和 7年４月１日～令和８年３月３１日） 

収入の部 単位：円 

項  目 前年度決算額 本年度予算額 増減額 摘  要 

繰 越 金 458,950 382,068 △76,882  

会 費 218,000 218,500 500 
一般会員 98 名  夫婦会員 5 組 
 
夫婦会員のうち寿会員 1 名減免 

入 会 金 9,000 15,000 6,000 新入会員 

特  別 会  費 

138,000 126,000 △12,000 総会、懇親会会費 21 名（@6,000 円） 

405,600 456,000 △50,400 
春・秋Ｇ･Ｇ大会（56,000 円） 
研修行事（400,000 円） 

利 子 70 70 0 通帳利息 

雑 収 入 48,082 5,362 △42,720  

合 計 1,277,702 1,203,000 △74,702  

支出の部 

項  目 前年度決算額 本年度予算額 増減額 摘  要 

支 部 総 会 費 193,683 200,000 6,317 総会議案書・懇親会等 

  本 部 関 係 費 

  

40,580 40,000 △580 総会、事例発表会参加交通費 

本 部 会 費 53,500  53,500 0 107 名 

本 部 入 会 費 4,500 7,500 3,000 45 期新入会員 15 名 

会 議 費 6,950 10,000 3.050  

事 務 経 費 8,279 10,000 1,271  

  体 育 費 145,383 90,000 △55.383 春・秋 G・G 大会 

研 修 費 328,378 400,000 71,622 研修行事 

作 品 展 経 費 0 30,000 30,000 （第 1 回：R7.5/12～5/18） 

会 報 費 30,418 35,000 4,582 会報等：8 月・2 月発行 

地 域 活 動 費 7,894 5,000 △2,894 運搬車両提供謝礼他 

通 信 費 18,323 30,000 11,677 郵便・郵送 

雑 費 57,746 5,000 △52,746  
 

予 備 費 0 287,000 287,000  

合 計 895,634 1,203,000 307,366  

合 計 519,027 1,390,955 871,928  

     

 

    

令
和
七
年
度
、
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
同
窓
会
湖
北
支
部

で
、
三
名
の
方
が
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
お

祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
米
寿
を
迎
え
た
方
の
氏
名
は
、
定

期
総
会
の
席
で
ご
披
露
申
し
上
げ
、
同
窓
会
湖
北
支
部
か

ら
長
寿
者
と
し
て
の
お
祝
い
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

◇
米
寿
（
昭
和
十
三
年
生
ま
れ
）
を
迎
え
ら
れ
た
方 

 

第
２
３
期 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
レ
ク
学
科 

樋 

口 
 

由
紀
子 

 

様 

 
 
 
 

第
２
６
期 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
レ
ク
学
科 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

豊 

田 
 

淑 

美 
 

様 

 

第
２
６
期 

文
芸
学
科 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

坪 

井 
 
 
 

幸 
 

様 

祝 

ご
長
寿 
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し
い
限
り
で
す
。
そ
し
て
私
は
、
東
に
伊
吹
、
西
に
琵

琶
湖
、
自
然
の
愛
に
育
ま
れ
、こ
の
年
ま
で
何
の
病

気
も
せ
ず
に
生
か
さ
れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
産

み
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
両
親
を
は
じ
め
、
全
て
の
物

に
感
謝
し
た
い
と
、
こ
の
頃
つ
く
づ
く
思
う
の
で

す
。
日
曜
日
の
午
前
中
は
、
近
く
の
草
の
根
広
場
で

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
興
じ
、
一
発
の
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
に
元
気
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の

秋
祭
り
で
は
、か
つ
て
草
川
先
生
に
ご
指
導
を
い
た

だ
い
た
「
江
州
音
頭
」
を
、
身
振
り
手
振
り
よ
ろ
し

く
踊
っ
て
い
ま
す
。
自
宅
の
庭
で
雑
草
と
根
比
べ
し

つ
つ
、
家
庭
菜
園
で
ト
マ
ト
に
き
ゅ
う
り
、そ
の
他
の

夏
野
菜
を
育
て
る
毎
日
で
す
。 

ひ
孫
が
喜
ん
で
も
ぎ
、
口
に
運
ん
で
く
れ
る
の
を
思

い
浮
か
べ
て
「
大
き
く
な
あ
れ
、
大
き
く
な
あ
れ
」

と
願
い
な
が
ら
成
長
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
毎
年
開
か
れ
る
長
浜
の
盆
梅
展
に
は
見
事
な
老

梅
や
し
だ
れ
紅
梅
に
生
き
る
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
、
一

句
ひ
ね
っ
て
ル
ン
ル
ン
気
分
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。

今
、テ
レ
ビ
で
有
名
な
夏
井
い
つ
き
先
生
が
来
訪
さ

れ
た
時
は
、
一
緒
に
記
念
写
真
を
撮
っ
て
「
入
選
」の

末
席
に
座
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
頭
と
体
を
動

か
し
、
認
知
症
予
防
に
と
頑
張
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

「
あ
、
し
ま
っ
た
、
忘
れ
た
！
」 

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、「
自
分
で
わ
か
れ
ば
大
丈
夫
」

と
娘
に
慰
め
ら
れ
て
い
ま
す
。い
ろ
い
ろ
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
も
参
加
し
「
ぼ
ち
ぼ
ち
行
こ
う
か
」

と
自
分
ら
し
く
、
心
豊
か
に
老
春
を
楽
し
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
最
後
に
な
り
ま
し

た
が
、
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
同
窓
会
湖
北
支
部
の

益
々
の
ご
発
展
と
皆
さ
ま
方
の
ご
健
康
と
ご
活
躍

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

先
日
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
米
寿
の
お
祝
い
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
九
十
歳
を
目
の
前
に
し

て
お
か
げ
様
で
何
と
か
元
気
に
過
ご
し
て
お
り
ま

す
。 週

一
回
の
買
い
物
を
楽
し
み
に
し
て
暮
ら
し
て
お

り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

米
寿
を
む
か
え
ら
れ
た
方
か
ら
寄
稿
文
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
寄
稿
さ
れ
た
内
容
は
、
原
文
の

ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。 
（
敬
称
略
） 

第
２
６
期 

 

文 

芸 
 

学 

科 

坪
井 

 
 

幸 

第
２
３
期 

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

樋
口 

由
紀
子 

こ
の
度
は
、
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
同
窓
会
よ
り
米

寿
の
お
祝
い
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

卒
業
し
て
か
ら
、
早
二
十
五
年
が
経
ち
ま
し
た
。 

「
人
は
思
い
出
に
生
き
る
」
と
申
し
ま
す
。
あ
の
頃
は

皆
様
と
仲
良
く
、
あ
ち
こ
ち
研
修
を
兼
ね
て
遊
び
に

連
れ
て
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
さ

ま
に
は
、
す
で
に
黄
泉
の
国
へ
と
旅
立
た
れ
、
寂
し
い 

湖
北
支
部
春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催 

～
六
月
十
一
日
、
県
民
共
済
ド
ー
ム
長
浜
に
於
い
て
～ 

レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
同
窓
会
湖
北
支
部
の
「
春
季
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
、六
月
十
一
日
に
県
民
共
済
ド
ー
ム
長

浜
に
於
い
て
、
四
十
二
名
の
参
加
者
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
大
会
は
、
湖
北
地
方
の
在
校
生
に
も
参
加
を
呼
び
か

け
七
名
の
参
加
を
得
ま
し
た
。
馬
場
支
部
長
の
開
会
挨
拶
の

後
、
小
川
体
育
部
会
長
の
開
始
合
図
に
よ
り
熱
戦
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
雨
が
降
る
日
で
し
た
が
、
ド
ー
ム
内
は
選
手 

の
熱
気
と
一
打
ご

と
に
歓
声
が
あ
が

り
、
一
喜
一
憂
し
な

が
ら
も
、
和
気
あ
い

あ
い
の
な
か
、
競
技

は
ア
ッ
と
い
う
間
に

終
わ
り
親
睦
を
高

め
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
結
果
、
優

勝
・
増
谷
網
一
氏
、

二
位
・
北
村
喜
代
嗣

氏
、
三
位
・
安
井
邦

子
氏
で
し
た
。 
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第
一
回
、
湖
北
支
部
作
品
展
が
五
月
十
二
日
か
ら
五

月
十
八
日
ま
で
の
一
週
間
、
河
毛
駅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ

ウ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
駅
の
待
合
室
と
い
う
こ
と

で
比
較
較
的
コ
ン
パ
ク
ト
な
会
場
で
あ
り
ま
し
た
が
、

写
真
、
絵
画
、
木
工
品
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
等
を
展
示
。 

 

湖
北
支
部
の
参
加
者
は
十
六
名
で
、
応
募
作
品
数
は

四
十
五
点
も
の
数
多
く
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

ど
の
作
品
も
力
作
揃
い
で
作
品
に
か
け
る
意
気
込
み

を
感
じ
ま
し
た
。
会
場
は
北
陸
本
線
河
毛
駅
の
待
合
室

の
中
に
あ
り
、
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
の
関
係
者
だ
け
で
な
く

鉄
道
を
利
用
す
る
人
が
列
車
待
ち
の
時
間
を
利
用
し
て

見
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
  

 
 

滋
賀
夕
刊
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
地

域
の
方
に
も
来
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
ま
た
、
湖
北
支

部
だ
け
で
な
く
本
部
同
窓
会
会
長
や
副
会
長
を
は
じ
め

他
支
部
の
方
も
多
く
来
て
い
た
だ
き
、
芳
名
録
に
記
入

し
て
い
た
だ
い
た
方
だ
け
で
も
百
名
近
く
に
な
り
ま
し

た
。
湖
北
支
部
の
会
員
に
は
い
ろ
い
ろ
な
趣
味
を
持
っ

て
い
る
人
が
い
ま
す
。
趣
味
活
動
の
発
表
の
場
の
提
供

と
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

今
回
開
催
し
た
作
品
展
は
、
長
年
湖
北
支
部
、
特
に

研
修
部
会
が
中
心
と
な
っ
て
立
案
、
企
画
等
の
準
備
を

進
め
て
い
ま
し
た
が
昨
年
度
、
令
和
七
年
度
に
開
催
す

る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。
作
品
の
募
集
を
し
た
と
こ

ろ
多
く
の
作
品
が
集
ま
り
、
記
念
す
べ
き
第
一
回
の
作

品
展
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
参
加
し
て
い

た
だ
い
た
多
く
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 

六
月
一
日
か
ら
、
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
第
四
十
七
期
の
学
生
募

集
が
始
ま
り
ま
し
た
。
同
窓
会
湖
北
支
部
も
六
月
十
一
日
、
午
前

中
に
開
催
さ
れ
た
「
春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
終
わ
る
の

を
待
っ
て
「
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
長
浜
」
と
「
平
和
堂
木
之
本
店
」
に
於
い
て

学
生
募
集
案
内
の
配
布
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
長
浜
と
木
之
本
に

加
え
、
本
年
度
は
フ
タ
バ
ヤ
近
江
店
を
加
え
て
、
六
月
十
九
日
に
米

原
で
初
め
て
募
集
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
湖
北
地
方
の
学
生
が
増

え
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。２
日
間
に
わ
た
り
実
施
し
ま

し
た
が
、
湖
北
支
部
か
ら
は
支
部
長
を
は
じ
め
十
名
と
サ
ポ
ー
ト

の
会
か
ら
三
名
の
合
計
十
三
名
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
二
日
間
で

多
く
の
方
に
受
け
取
っ
て
も
ら
え
ま
し
た
が
、
一
人
で
も
多
く
の
方

が
入
学
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。 

第
一
回
、
湖
北
支
部
作
品
展
を
開
催 

  
 

～
於
：
河
毛
駅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
～ 

レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
第
四
七
期
の
学
生
募
集 

 

～
ア
ル
プ
ラ
ザ
長
浜
・
平
和
堂
木
之
本
店 

 
 

 
 

フ
タ
バ
ヤ
近
江
店
に
於
い
て
実
施
～ 
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           令和７年度 湖北支部新役員のご紹介           （敬称略） 

湖北支部支部長          馬場 壽夫 副支部長 総務・会計      西嶌 正美 

副支部長 体育部会長       小川 典久 副支部長 研修部会長      田中  創 

副支部長 地域活動部会長     北村 善信 副支部長 広報部会長      北村 佳治 

ホームページ担当役員       谷口 惣亮   

顧  問             中川豊太良 相 談 役            奥長 裕幸 

監  事             田中 正幸   監  事            辻  廣男 

令和７年度、湖北支部担当幹事のご紹介           （敬称略） 

地域・学区 幹事氏名 会員数 地域・学区 幹事氏名 会員数 

米原駅近郊地区 若狭 忠治 13 長浜地区 上杉 常也 8 

坂田小西地区 北村 善信 9 長浜北・神照地区 田中  創 12 

坂田小東地区 山田 恵美 12 東浅井地区 井上 末三 12 

息郷・息長地区 小川 典久 6 びわ地区北 澤邑 茂光 7 

山東地区 宮川 好由 8 びわ地区南 川﨑喜代一 7 

南郷里・北郷里地区 谷口 惣亮 12 伊香・高月地区 西嶌 正美 ７ 

六荘・神田・長浜地区 前川 秀和 4 伊香・北部地区 平野 敏行 9 

会 員 合 計 １２６ 名 

令和 7 年度役員及び担当幹事は、規約により任期２年のため定期総会において継続で承認されました。 

令
和
七
年
度
、
八
月
一
日
発
行
の

「
会
報
こ
ほ
く
第
４
７
号
」
を
お
届
け

し
ま
す
。 

今
回
の
誌
面
は
、
馬
場
支
部
長
の

「
令
和
七
年
度
に
向
け
て
」で
同
窓
会

湖
北
支
部
の
方
針
を
受
け
て
、
定
期

総
会
の
開
催
、
そ
の
後
の
講
演
会
や

懇
親
会
を
取
り
上
げ
、
米
寿
を
迎
え

た
方
の
寄
稿
を
読
み
、
レ
イ
カ
デ
ィ

ア
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
が
、
卒
業
後

も
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
の
活
躍
が
文

面
か
ら
あ
ふ
れ
て
お
り
楽
し
く
編
集

作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

河
毛
駅
で
行
わ
れ
た
初
め
て
の
作

品
展
の
様
子
や
学
生
募
集
等
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。 

今
後
も
、
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
な
が
ら
発
行
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

「
会 

報 

こ 

ほ 

く
」 

第
四
十
七
号 

発
行
日 

 
 
 
 

令
和
七
年
八
月
一
日 

発
行
元 

滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学 

同
窓
会
湖
北
支
部 

発
行
責
任
者 

 
 
 

馬 

場 
 

壽 

夫 

編
集
責
任
者 

 
 
 

北 

村 
 

佳 

治 

発
行
所 

 
 

〒
５
２
９-

０
１
４
２ 

長
浜
市
田
町
２
４
１ 

昨
年
、
長
浜
開
町
４
５
０
周
年
と
な
っ
た

長
浜
城
下
町
に
あ
る
歴
史
建
造
物
や
文
化

財
な
ど
、
歴
史
の
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
、
目

で
見
て
学
ぶ
た
め
に
地
元
の
地
域
探
訪
を

体
験
し
ま
し
た
。
六
月
二
十
八
日
に
長
浜

駅
に
集
合
し
た
参
加
者
は
、
田
中
研
修
部

会
長
と
長
浜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会

の
ガ
イ
ド
さ
ん
に
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
。

駅
近
く
の
金
毘
羅
大
権
現⇨

浄
国
寺
の
竜

宮
門⇨

曳
山
猩
々
丸⇨

玉
八
商
店
の
米
川

沿
い⇨

朱
印
地
境
界
石
柱⇨

四
居
家⇨

曳

山
博
物
館
の
ル
ー
ト
で
歩
き
ま
し
た
。 

城
下
町
、
豊
臣
秀
吉
、
歴
史
の
あ
る
長
浜

市
の
探
訪
は
、
来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
豊
臣
兄
弟
！
」
が
放
映
さ
れ
ま
す
が
、
大

い
に
参
考
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

曳山博物館前に整列した参加者 

地
域
探
訪
研
修
「
長
浜
城
下
町
探
訪
」
を
体
験 


